
令和８年度版

科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

水1・2

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

40 20 40 100

40

10

20

10

10 10

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言（例）

予備知識、技能・技術 特に必要ありません。

受講に向けた助言
業界・業種を問わず社会人として就職・就業していくために必要な素養を身につける科目になります。業界研
究、企業調査では地元企業を例に地域産業や企業の特色、必要とされる技術者について理解を深めます。わから
ないことは質問し、就職時に役立てるように学習することを期待します。

教科書および参考書 知っておきたいワークルールの基礎知識　一般財団法人ワークルール

授業科目の発展性

授業科目に対応する業界・仕事・技術

就職・就業するための仕事理解
どの業界・仕事においても必要なビジネスマナー

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

　働くことの意味を考え、社会的通念、技
術者倫理について理解する。また、ビジネ
スマナーやコミュニケーション技術の習
得、業界研究を通じて社会人としての素養
や必要となるスキルを向上させるととも
に、地域の特色や地域に必要とされる技術
者についての知識を習得する。

働くことの意味について知っている。

社会のルールについて知っている。

技術者倫理について知っている。

ビジネスマナーについて知っている。

コミュニケーション技術について知っている。

業界の特色、特徴について知っている。

地元企業の事業内容について知っている。

地元企業に求められる人材像について知っている。

担当教員 教室・実習場 備考

浴本・鳥谷部 102教室・CAD室2

2 4教科の区分 一般教育科目

教科の科目 社会科学

訓練支援計画書（シラバス）

各科共通

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

職業社会概論 必修 3期

キャリア形成概論職業社会概論
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週
講義
演習

7週
講義
演習

8週

9週

（2）「聞く」コミュニケーション技術
（3）「応答する」コミュニケーション技術

コミュニケーション技術について復習をし
てください。

6．業界研究、企業調査
（1）業界の特色、特徴
（2）地元企業の事業内容
（3）地元企業に求められる人材像
（企業講話、企業見学等）
評価

講義
演習
評価

業界研究、企業調査について復習をしてく
ださい。
この授業科目で学んだこと全体の復習をし
てください。

3．技術者倫理
（1）技術者倫理とは

技術者倫理について復習をしてください。

（2）技術者の役割と責任
4．ビジネスマナー
（1）商慣行と社会的常識

技術者倫理について復習をしてください。
ビジネスマナーについて復習をしてくださ
い。

（2）ビジネスマナー
5．コミュニケーション技術
（1）「話す」コミュニケーション技術

ビジネスマナーについて復習をしてくださ
い。
コミュニケーション技術について復習をし
てください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1．働くことの意味
（1）「働く」という意味
（2）「自己実現」という意味
（3）仕事に取り組む姿勢
2． 社会のルール
（1）社会の動向
　　①グローバル社会における日本の動向
　　②各技術分野における新技術と発展の方向性
（2）分業と労働生産性
（3）ノーマライゼーション
（4）労働者の動向
（5）職業社会における社会的通念
（6）社会人に求められるビジネススキル

働くことの意味について復習をしてくださ
い。
社会のルールについて復習をしてくださ
い。

社会のルールについて復習をしてくださ
い。

社会のルールについて復習をしてくださ
い。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

金3・4

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

60 30 0 0 0 10 100

50 25

10 5

10

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 「数学Ⅰ」を理解していることが望ましい。

受講に向けた助言
本教科は電気電子分野を学習して行く上において、必修となる科目なので確実に理解することが求められます。
直流回路から交流回路、三相交流回路、波形解析まで幅広く学び、電気回路における考え方を身につけます。そ
のため、予習・復習を欠かさず行い、疑問があれば積極的に質問するように心がけてください。

教科書および参考書 カラー徹底図解 基本からわかる電気回路　ナツメ社

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

正弦波交流と実効値について知っている。

共振回路と特性について知っている。

 

フーリエ変換の基礎について知っている。

フーリエ変換による波形解析について知っている。

三相電力と力率について知っている。

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

電気電子工学の基礎として、電気回路の基
本法則や諸概念を把握し、回路における物
理現象や数学的事象を習熟させるととも
に、フーリエ変換を中心に回路基礎理論に
ついての知識を習得する。

直流電圧、直流電流及び直流電力について知っている。

オームの法則とキルヒホッフの法則について知っている。

三相交流と結線方式について知っている。

インダクタンス、キャパシタンス及びインピーダンスについて知っている。

各種RLC回路と特性について知っている。

担当教員 教室・実習場 備考

竹岡 CAD室2

授業科目に対応する業界・仕事・技術

電気工学分野全般に関連する技術
電子回路の各種現象を理解するためのベースとなる技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 電気電子工学

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

電気回路 必修 3期

電磁気学

電気電子工学実験

電気回路
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

（1）フーリエ変換の基礎
フーリエ変換について復習をしてくださ
い。

（2）フーリエ変換による波形解析
評価

フーリエ変換による波形解析について復習
をしてください。

（2）交流回路
　① 各種RLC回路と特性
　② 共振回路と特性

各種RLC回路について復習をしてくださ
い。
共振回路について復習をしてください。

（3）三相交流
　① 三相交流と結線方式
　② 三相電力と力率

三相交流の結線方式について復習をしてく
ださい。

　② 三相電力と力率
3. ひずみ波交流
（1）フーリエ変換の基礎

三相電力と力率について復習をしてくださ
い。
フーリエ変換について復習をしてくださ
い。

電圧、電流、電力の関係を復習をしてくだ
さい。

（3）直流電力 直流電力の復習をしてください。

2. 交流回路
（1）正弦波交流
　① 正弦波交流と実効値
　② インダクタンス・キャパシタンス・インピーダンス

交流回路の表し方について復習をしてくだ
さい。
また、インダクタンス、キャパシタンス、
インピーダンスについて整理をしてくださ
い。

（2）オームの法則・キルヒホッフの法則
オームの法則、キルヒホッフの法則につい
て、演習問題を解き、復習をしてくださ
い。

ガイダンス
1. 直流回路
（1）電圧・電流・電力

授業の内容 訓練課題　予習・復習
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

木3・金3

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

60 30 0 0 0 10 100

50 25

10 5

10

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 「高校化学Ⅰ」の物質を構成する粒子、イオン化傾向、元素の性質等を理解していることが望ましい。

受講に向けた助言

半導体の原理を理解するためには電子のふるまいなどを理解する必要がある。しかし、これは観察することので
きないことなので難しく感じるかもしれないが、想像力をふくませる事により非常に面白い分野である。化学、
物理、数学などさまざまな知識を必要とするが、本質的に考えると実は非常に単純な原理である。複雑な式に着
目するのではなく、想像力を働かせることが理解の早道である。視聴覚教材やテキストの図から、視覚的に動作
原理を理解すると分かりやすい。わからないことを積み残さないよう毎回の授業をしっかりと理解し、分からな
いことは質問すること。

教科書および参考書 ぷ悪露グラム学習による半導体回路（１）　廣済堂出版

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

授業科目に対応する業界・仕事・技術

センサ製造分野の設計、製造、検査部門での仕事における基本となる技術
半導体製造分野の設計、製造、検査部門での仕事における基本となる技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

固体中の電子のふるまいを中心に半導体の
性質について理解するとともに、半導体の
最も基本的なpn接合について理解し、ダイ
オード、トランジスタの基本特性を習得す
る。

「物質の構成」と「単結晶と共有結合」について知っている。

真性半導体と不純物半導体について知っている。

キャリア濃度と電気伝導について知っている。

pn接合の構造とその動作について知っている。

拡散現象、空乏層及び電位障壁について知っている。

ダイオードにおける順方向と逆方向電圧による電流について知っている。

ダイオードの用途と使用法を知っている。

バイポーラトランジスタの構造と動作、特性、用途及び使用法を知っている。

電界効果トランジスタ構造と動作、特性、用途及び使用法を知っている。

担当教員 教室・実習場 備考

春口 電子情報技術実験室3

2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 電気電子工学

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

電子工学 必修 1期

電子回路

電気電子工学実験

電子工学
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

（2）電界効果トランジスタ
　① 接合型、MOS型トランジスタの構造とその動作、特性

電界効果トランジスタの構造や特性につい
て整理をしてください。

　② 用途と使用法
評価

電界効果トランジスタの用途と使用方法に
ついて整理をしてください。

（2）ダイオードの動作
　① 順方向印加電圧による電流
　② 逆方向印加電圧による電流

ダイオードの順方向、逆方向特性や使用方
法について復習をしてください。

　③ 用途と使用法
4. トランジスタ
（1）バイポーラトランジスタ
　① バイポーラトランジスタの構造とその動作、特性

バイポーラトランジスタの構造や特性につ
いて整理をしてください。

　② 用途と使用法
バイポーラトランジスタの用途と使用方法
について整理をしてください。

半導体の構造、特徴、性質について整理を
してください。

（2）pn接合
　① pn接合の構造とその動作

pn接合の構造と特徴について整理をしてく
ださい。

　① pn接合の構造とその動作
3. ダイオードの構造と性質
（1）ダイオードの構造
　① 拡散現象と空乏層
　② 電位障壁

ダイオードの構造と性質について整理をし
てください。

　② 単結晶と共有結合
2. 半導体とpn接合
（1）半導体の物性
　① 真性半導体と不純物半導体
　② キャリア濃度と電気伝導

真性半導体と不純物半導体の構造について
整理をしてください。
また、キャリア濃度と電気伝導について整
理をしてください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習　

ガイダンス
1. 半導体の性質
（1）物質の構造
　① 物質の構成
　② 単結晶と共有結合
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

月4・金3

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

60 30 0 0 0 10 100

50 25

10 5

10

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 「電気回路」「電子工学」を理解しておくことが望ましい。

受講に向けた助言

本教科はアナログ回路の基礎とディジタル回路の基礎を学習します。半導体の構造と特性を理解することでトラ
ンジスタの動作が理解でき、トランジスタ回路の基礎を理解することができます。また、ディジタル回路におけ
る基本ゲートの特性はこの先、様々な応用回路で必要となります。そのために、予習・復習を欠かさず行い、疑
問があれば積極的に質問するように心がけてください。

教科書および参考書 プログラム学習による基礎電子工学 電子回路編1  廣済堂出版

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

授業科目に対応する業界・仕事・技術

電気電子関連業界における基本となる技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

アナログ回路・ディジタル回路を構成する
電子部品の知識、動作原理および特性につ
いて習得する。

受動部品と能動部品について知っている。

回路図の読み書きと取扱い方について知っている。

バイアス回路、各種接地回路及びCR結合増幅回路について知っている。

アナログとディジタルの違いについて知っている。

論理記号、論理式及び組み合せ論理回路について知っている。

ブール代数とカルノー図について知っている。

TTLとCMOSの電気的特性について知っている。

基本ゲートの動作について知っている。

担当教員 教室・実習場 備考

春口 CAD室2

2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 電気電子工学

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

電子回路 必修 2期

電気回路 アナログ回路基礎実習

電子工学 電子回路 ディジタル回路基礎実習
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

4. 論理回路
（1）アナログとディジタル
（2）論理記号と論理式、組み合せ論理回路

アナログとディジタルの違い、論理式や組
み合せ論理回路について復習をしてくださ
い。

（2）論理記号と論理式、組み合せ論理回路
（3）ブール代数、カルノー図

論理式や組み合せ論理回路について復習を
してください。
ブール代数やカルノー図について復習をし
てください。

（3）ブール代数、カルノー図
5. ディジタルIC
（1）TTL、CMOSの電気的特性

ブール代数やカルノー図について復習をし
てください。

（2）基本ゲートの動作
基本ゲートの動作や特徴について整理をし
てください。

（2）基本ゲートの動作
評価

基本ゲートの動作や特徴について整理をし
てください。

受動部品、能動部品及び回路図について整
理をしてください。

 (2) バイアス回路
各種接地回路の種類や特徴について復習を
してください。

（3）CR結合増幅回路
CR結合増幅回路の回路図や特徴について復
習をしてください。

3. 基本増幅回路
（1）各種接地回路

バイアス回路の必要性について復習をして
ください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. 各種素子
（1）受動部品
 　① 抵抗・コンデンサ・コイル
（2）能動部品
 　① ダイオード・トランジスタ
2. 回路図
（1）部品シンボル
（2）接続線・接続点
（3）電源／GNDの扱い



令和８年度版

科名：

必須・選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

木1・2

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

60 30 10 100

50 20

10

10

10

主体性・協調性

授業科目についての助言
　 本教科は電気電子分野を学習して行く上において、直流回路の基本を学び、電気回路における考え方を身につけま
す。そのため、予習・復習を欠かさず行い、疑問があれば積極的に質問するように心がけて下さい。

授業科目の発展性

評価の割合

　
評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力、推論能力

取り組む姿勢・意欲

教科書および参考書 教科書：基本からわかる電気回路（ナツメ社）

キルヒホッフ則を知っている。

重ね合わせの理を知っている。

鳳-テブナンの定理を知っている。

ノートノンの定理を知っている。

　　「電気回路」や「電子回路」の基本
となる、直流回路網の取扱い方、ならび
に解析方法を習得する。

直流回路と基礎電気量を知っている。

回路要素と基本的性質を知っている。

直流回路の基本を知っている。

直流回路網を知っている。

授業科目受講に向けた助言

予備知識・技能技術  数Ⅰを理解していることが望ましい。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

電気工学分野全般の設計製作等に関連する基本的な知識であり、電子回路や電気回路の交流回路を理解するためのベースになります。

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

担当教員 教室・実習場 備考

竹岡 CAD室2 　

2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 電気電子工学

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

訓練科目の区分 授業科目名

教育訓練課程 専門課程

基礎電気・電子回路 選択 1期

基礎電気・電子回路

電子回路

電気回路
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回数 運営方法

1週
講義

2週
講義

3週
講義

4週
講義

5週
講義

6週
講義

7週
講義

8週
講義

9週
講義
試験

８．直列回路問題演習
　　（1）電気回路関係の資格試験で出題される問題

９．定期試験

今まで習った内容について復習して下さ
い。

６．直列回路網の基本定理
　　（1）キルヒホッフ則
　　（2）キルヒホッフ則の適用
　

キルヒホッフ則について復習して下さい。

　　（3）網目電流法

７．直流回路網の諸定理
　　（1）重ね合わせの理
　　（2）鳳-テブナンの定理

直流回路網の諸定理について復習して下さ
い。

　
　　（3）鳳ーテブナンの定理の適用
　　（4）ノートンの定理と電源の定電流等価回路

直流回路網の諸定理について復習して下さ
い。

４．直流回路の基本
　　（1）直流電源
　　（2）オームの法則
　　（3）直流電源の等価回路
　　（4）抵抗の直列接続
　　（5）直列接続による分圧

直流回路の基本について復習して下さい。

　　（6）コンダクタンス
　　（7）抵抗の並列接続
　　（8）並列抵抗による分流
　　（9）最大電力の供給

直流回路の基本について復習して下さい。

５．直列回路網
　　（1）直並列回路
　　（2）Y-Δ変換

直列回路網について復習して下さい。

授業の内容

１．ガイダンス
　　（1）シラバスの提示と説明

２．電気回路と基礎電気量
　　（1）電荷と電流
　　（2）電圧、電力、電力量
　　（3）電気回路の構成要素

電気回路、基礎電気量について整理して復
習して下さい。

３．回路要素の基本的性質
　　（1）直流と交流
　　（2）電気抵抗
　　（3）短絡と開放
　　（4）インダクタンス、キャパシタンス
　　（5）定常状態と過渡現象

回路要素の基本的性質について復習して下
さい。

訓練課題　予習・復習
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

月４・木4

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

90 0 0 0 0 10 100

10

50

30

10

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

情報通信工学 必修 1期 2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 情報通信工学

担当教員 教室・実習場 備考

山下 CAD室2

授業科目に対応する業界・仕事・技術

コンピュータ業界におけるネットワーク分野の基礎となる技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

コンピュータの基礎知識やデータ通信の原
理など、さまざまな通信方式や伝送技術の
理解を深め、インターネットやモバイル通
信などについての知識を習得する。

コンピュータの構成について知っている。

各種インタフェースとアーキテクチャについて知っている。

情報表現と符号化について知っている。

データ通信と伝送技術について知っている。

光波伝送技術について知っている。

光ファイバの種類、特性及び接続技術について知っている。

Ethernetの概要と構成機器について知っている。

ネットワークの評価、運用及び信頼性について知っている。

無線通信の基礎について知っている。

無線通信の種類と特性について知っている。

授業科目受講に向けた助言（例）

予備知識、技能・技術
基数変換ができるようにしておいてください。
「物理」における波の性質についても理解しておいてください。

受講に向けた助言
コンピュータネットワーク技術およびその背景にあるデータ通信技術に関して習得します。コンピュータの進化
に伴い、通信技術も日々進歩しています。データ通信の基礎的技術について知っておくことは、データ通信の最
新技術の理解にも繋がります。

教科書および参考書 教科書：マスタリングTCP/IP入門編　第6版（オーム社）

授業科目の発展性

評価の割合（例） 

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

組込みソフトウェア応用実習

情報通信工学実習

情報通信工学 ネットワーク技術
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. コンピュータシステム基礎
（1）コンピュータの構成
（2）各種インタフェースとアーキテクチャ
（3）その他周辺装置
2. データ通信技術
（1）情報表現と符号化
（2）伝送技術

コンピュータの構成および各種インタ
フェース、アーキテクチャ、周辺回路、情
報の表現と符号化およびデータ伝送技術に
ついて復習をしてください。

（3）データ通信ネットワーク技術
（4）トラフィック理論
3. 光通信技術
（1）光波伝搬技術
（2）光ファイバの種類と特性

データ通信とネットワーク技術、データ通
信のトラフィック理論と、光ファイバ技術
の概要について復習をしてください。

（3）光ファイバの接続技術
4. LAN技術
（1）Ethernet

光ファイバの接続技術と、Ethernet技術の
概要について復習をしてください。

（2）構成機器
（3）ネットワークの評価とシミュレーション

ネットワークの構成機器と、評価、シミュ
レーションについて復習しておいてくださ
い。

（4）ネットワークの運用、信頼性評価
ネットワークの運用、信頼性について復習
しておいてください。

5. 無線通信技術
（1）無線通信の基礎
（2）電磁波の種類や用途、電波伝搬

無線通信の基礎、電磁波の種類や用途、電
波伝搬について復習しておいてください。

（3）無線LANの技術
（4）近距離通信

近距離無線通信等について復習しておいて
ください。

（5）移動体通信
（6）多元アクセス方式

移動体通信と多元アクセス方式について復
習しておいてください。

 (7) セキュリティ技術
評価

セキュリティ技術について復習しておいて
ください。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

金1・2

No

①

②

③

④ バブルソート等の整列アルゴリズムを知っている。

⑤ 再帰の考え方について知っている。

⑥ クイックソートのアルゴリズムを知っている。

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

60 0 30 0 10 100

50 20

10

10

10

主体性・協調性

授業科目の発展性

評価の割合

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

受講に向けた助言
ポインタ操作を活用したデータ操作技術や再帰処理を習得します。このプログラミング技術は、あらゆる分野に
応用されますので、予習、復習を必ず行い理解しておきましょう。

教科書および参考書 C言語によるはじめてのアルゴリズム入門　改訂第5版  技術評論社

予備知識、技能・技術 コンピュータの基本操作およびプログラムの作成ができるようにしておいてください。

授業科目受講に向けた助言

信頼性と効率を求めるプログラムを設計す
るために、必要なデータ構造とアルゴリズ
ムについての知識を習得する。

配列、リスト、スタック及び待ち行列の構造を知っている。

二分木の構造を知っている。

線形探索と二分探索の探索アルゴリズムを知っている。

ファイル入出力処理操作手順を知っている。

製造現場において使われる機器の制御や生産管理、検査等のソフトウエア開発分野における技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

授業科目に対応する業界・仕事・技術

2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 組込みシステム工学

訓練課程 専門課程

データ構造・アルゴリズム 必修 2期

CAD室2

担当教員 教室・実習場 備考

鳥谷部

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

データ構造・アルゴリズム実習 組込み機器製作実習

組込みソフトウェア
基礎実習

データ構造・アルゴリズム 組込みソフトウェア応用技術
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

（2）クイックソート
4. ファイル処理
 （1）ファイル入出力処理

ファイル入出力について復習をしてくださ
い。

（1）ファイル入出力処理
評価

今まで習った内容について復習をしてくだ
さい。

3. 再帰処理アルゴリズム
（1）再帰の考え方

再帰を行うメリットを考えてください。

（2）クイックソート
クイックソートについて復習をしてくださ
い。

2. 探索・整列アルゴリズム
（1）線形探索、二分探索

探索アルゴリズムについて復習をしてくだ
さい。

（1）線形探索、二分探索
探索アルゴリズムについて復習をしてくだ
さい。

（2）バブルソート
ソートアルゴリズムについて復習し、優劣
を考えてください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

（3）待ち行列
（4）二分木

待ち行列、二分木について復習をしてくだ
さい。

ガイダンス
1. データ構造
（1）配列、リスト
（2）スタック

配列、リスト及びスタックの概念について
復習をしてください。
ポインタ操作が出てきますからポインタの
基本操作を整理して復習をしてください。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

火3・4

No

①

②

③

④ 危険予知訓練とリスクアセスメントについて知っている。

⑤ 労働災害と基本対策について知っている。

⑥ 環境問題（ISO14001を含む）と安全について知っている。

⑦ 安全対策の基本的な事項について知っている。

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

80 20 100

60

20 20

評価の割合

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

受講に向けた助言
企業の生産現場、工事現場において、まず「安全第一」が最も重要な要素です。企業は現場において様々な安全
衛生活動を展開、努力を行っています。「安全」と「衛生」の大切さを、自分のものにしてほしいと思います。

教科書および参考書 ベーシックマスター　安全衛生　改訂３版　職業訓練教材研究会

授業科目の発展性

労働安全衛生マネジメントシステムOSHMSについて知っている。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術
安全とは何か。自分の身近な事例を踏まえて考えてきて下さい。さらに、実習・実験においては安全第一ですの
で安全確保には何が必要であるを考えながら受講してください。

製造業、電気工事業等の現場において技
術、人間、組織の３つの観点から安全を確
保するために必要な技術、知識を習得す
る。

安全の意義、原則及び基礎を知っている。

基本的な安全指標数を知っている。

産業災害と基本対策について知っている。

労働安全衛生法を知っている。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

現場において技術、人間、組織の3つの観点から安全を確保するために必要な技術、知識

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

担当教員 教室・実習場 備考

外部講師 102教室

2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 安全衛生工学

訓練支援計画書（シラバス）

各科共通（電子情報技術科）

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

安全衛生工学 必修 2期

(全ての実技における安全作業) 安全衛生工学



令和８年度版

週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

（2）情報機器作業
（3）健康管理

労働環境と労働災害について復習をして下
さい。

（4）防災
（5）各種災害防止対策
5．安全対策
（1）安全対策の基本
（2）保護具と安全装置

各種災害防止対策・安全対策の基本につい
て復習をして下さい。

（3）危険物
（4）製作物の安全
6．安全衛生法規･　 管理
（1）安全衛生法規
（2）安全衛生管理法
（3）ISOマネジメントシステム（ISO9001、14001）
評価

安全衛生管理について復習をして下さい。

　（4）リスクアセスメント
　（5）労働安全衛生マネジメントシステムISO45001とOSHMS

安全衛生活動について復習をして下さい。

3．安全のための技術
（1）機械や装置による安全対策
（2）安全構築技術

安全衛生活動について復習をして下さい。

（3）各種機器・装置の安全確保
4．労働環境と労働災害
（1）作業環境

労働環境と労働災害について復習をして下
さい。

訓練課題　予習・復習

2．安全衛生活動
　（1）ヒヤリハット報告
　（2）危険予知訓練

安全衛生活動について復習をして下さい。

　（2）危険予知訓練
　（3）作業前点検と5Ｓ

安全衛生活動について復習をして下さい。

ガイダンス
1．安全の基本と考え方
　（1）安全の意義
　（2）安全度指数
　（3）産業災害及び労働災害と対策
　（4）災害発生のメカニズムと要因及び災害事例
　（5）標準作業
  （6）安全基準

安全の基本と考え方について復習をして下
さい。

授業の内容
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

水1・2

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

0 0 60 40 0 0 100

30

20

10

20

10

10

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 「電気回路」「電子工学」の内容を整理し理解しておくことを勧めます。

受講に向けた助言

本実習では、電圧、電流、抵抗といった基本的な電気物理量の計測手法から、ダイオードやトランジスタ等の半
導体素子の取扱いや素子の特性と測定回路について学び実験を行います。また、測定後のデータの取扱い方法や
測定結果の意味についてもレポート作成を通して学習します。これから学ぶ電気電子関連の実験・実習の基礎と
なる科目のため、特に実験で使用する測定機器は取り扱い方法を確実に理解してください。

教科書および参考書

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

授業科目に対応する業界・仕事・技術

電気電子工学分野全般における基本的な技能・知識

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

各種電気的特性の基礎実験を行うことによ
り、「電磁気学」「電気回路」及び「電子
工学」における電気の性質を理解し、測定
器の取扱い、データ処理及び報告書作成法
を習得する。

マルチメータ（回路計）の取扱いができる。

直流安定化電源の取扱いができる。

発振器・オシロスコープの取扱いができる。

指示計器の取扱いができ、直流・交流電圧と電流の測定ができる。

電力の測定ができる。

磁気の測定ができる。

ダイオードの規格表を読むことができ、その特性の測定ができる。

トランジスタの規格表を読むことができ、その特性の測定ができる。

担当教員 教室・実習場 備考

竹岡 CAD室2・電子情報技術実験室3

4 4教科の区分 系基礎実技

教科の科目 電気電子工学実験

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

電気電子工学実験 必修 1期・2期

電気電子工学実験

電気回路 電磁気学

電子工学
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週 授業方法

1週 実験

2週 実験

3週 実験

4週
5週

実験

6週 実験

7週
8週

実験

9週 実験

10週 実験

11週 実験

12週 実験

13週 実験

14週
15週

実験

16週 実験

17週
18週

実習
評価

（2）ダイオードの特性測定
ダイオードについて予習、復習をしてくだ
さい。

（3）トランジスタの規格表・定格
ダイオードについて整理するとともに、ト
ランジスタについて予習をしてください。

（4）トランジスタの特性測定
評価

トランジスタの特性について予習、復習を
してください。
筆記試験を実施するので、これまでの学習
内容について復習をしてください。

6. 半導体素子の特性
（1）ダイオードの規格表・定格

各種磁気測定について整理するとともに、
ダイオードについて予習をしてください。

（2）三相電力測定
単相電力測定について整理するとともに、
三相電力測定について予習をしてくださ
い。

5. 各種磁気測定
（1）磁束磁界測定

三相電力測定について整理するとともに、
磁束磁界測定について予習をしてくださ
い。

（2）B-H特性測定
磁束磁界測定について整理するとともに、
B-H特性測定について予習をしてくださ
い。

3. 各種抵抗測定
（1）抵抗測定・インピーダンス測定

交流電圧・電流測定について整理するとと
もに、抵抗測定・インピーダンス測定につ
いて予習をしてください。

（1）抵抗測定・インピーダンス測定
（2）表示値、誤差率、温度特性

抵抗測定・インピーダンス測定について整
理するとともに、表示値、誤差率、温度特
性について予習をしてください。

4. 電力測定
（1）単相電力測定

表示値、誤差率、温度特性について整理す
るとともに、単相電力測定について予習を
してください。

マルチメータ（回路計）の使い方について
予習をしてください。

2. 電圧電流測定
（1）直流電圧計・電流計

直流安定化電源、発振器・オシロスコープ
の取扱い方について整理するとともに、直
流電圧計・電流計について予習をしてくだ
さい。

（1）直流電圧計・電流計
（2）交流電圧計・電流計

直流電圧計・電流計について整理するとと
もに、交流電圧計・電流計について予習を
してください。

（2）直流安定化電源の取扱い
（3）ファンクションジェネレータ・オシロスコープの取扱い

マルチメータの使い方について整理すると
ともに、直流安定化電源、発振器・オシロ
スコープの取扱い方について予習をしてく
ださい。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. 基本計測
（1）マルチメータ（回路計）の取扱い
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

月1・2

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

0 0 60 40 0 0 100

30

20

10

20

10

10

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 「電気回路」「電子工学」の講義内容を復習して理解しておいてください。

受講に向けた助言

本教科では、各種ダイオードやトランジスタ回路などのデバイスの働きや動作、特性について実験を通して確認
していくため、これまで学んだ関連内容について復習し理解しておいてください。
なお、特定の区切りでレポート作成日を設けているので実験内容を整理してまとめてください。特に重要な増幅
回路についての各自が実験方法を検討・選定して進めるので、ひとつひとつの実験内容について確実に理解して
おくことが必要となります。

教科書および参考書 教科書：自作テキスト, 図解でわかる　はじめての電子回路　技術評論社

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

授業科目に対応する業界・仕事・技術

アナログ回路にかかわる職種全般における最も基本的な技能・知識

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

「電子回路」で学んだ、トランジスタ、
FETの各種増幅回路を計測し、基本的な半
導体素子回路の特徴、取扱いについて習得
する。

各種ダイオードの使い方を知っている。

整流回路と定電圧回路の製作と動作実験ができる。

トランジスタの規格表から必要なデータを読み取ることができる。

各種接地回路の製作と動作実験ができる。

バイアス回路の製作と動作実験ができる。

各種増幅回路の製作と動作実験ができる。

FETトランジスタの規格表から必要なデータを読み取ることができる。

FETトランジスタのバイアス回路の製作と動作実験ができる。

FETトランジスタの増幅回路の製作と動作実験ができる。

担当教員 教室・実習場 備考

鳥谷部 端末室

2 4教科の区分 系基礎実技

教科の科目 電子回路基礎実習

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

アナログ回路基礎実習 必修 3期

アナログ回路技術

アナログ回路基礎実習 アナログ回路実習

電気回路



令和８年度版

週 授業方法

1週 実習

2週 実習

3週 実習

4週 実習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週
実習
評価

（2）バイアス回路
（3）増幅回路

バイアス回路について整理するとともに、
増幅回路について予習をしてください。

（3）増幅回路
評価

これまでの学習内容について整理をしてく
ださい。

（5）電流帰還バイアス回路
（6）各種増幅回路

自己バイアス回路について整理するととも
に電流帰還バイアス回路と各種増幅回路に
ついて予習をしてください。

（6）各種増幅回路
3. FET回路
（1）FETの規格表・定格について

各種増幅回路について整理するとともに、
FETの規格表・定格について予習をしてく
ださい。

（2）バイアス回路
FETの規格表・定格について整理するとと
もに、バイアス回路について予習をしてく
ださい。

ダイオード整流回路について予習をしてく
ださい。

（3）固定バイアス回路
各種接地回路について整理するとともに固
定バイアス回路について予習をしてくださ
い。

（4）自己バイアス回路
固定バイアス回路について整理するととも
に自己バイアスについて予習をしてくださ
い。

2. トランジスタ回路
（1）トランジスタの規格表・定格
（2）各種接地回路

ダイオード整流回路について整理するとと
もに、トランジスタの規格表・定格、各種
設置回路について予習をしてください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. ダイオード回路
（1）各種ダイオードについて（極性、定格、特性）
（2）各種整流回路
（3）定電圧回路
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

木3・4

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

40 0 0 60 0 0 100

10

20 30

10 20

10

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

授業科目の発展性

評価の割合

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

予備知識、技能・技術 ｢電子回路｣の講義内容を復習し理解しておいてください。

受講に向けた助言

本実習は「電子回路」で学んだ内容について実験を通して動作の確認を行いますので、関連する内容を復習し
て、疑問に思った点は事前に質問してください。実験を行う回路は、実際の電子機器に使用されている回路の各
要素です。いろいろな情報がディジタル化された電気信号で表され回路が動作します。論理的思考が必要です
が、回路の動作確認により理解が深まるので最後まで意欲的に取り組んでください。

教科書および参考書 絵ときディジタル回路の教室 オーム社

授業科目受講に向けた助言

授業科目に対応する業界・仕事・技術

ディジタル回路にかかわる職種全般における最も基本的な技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

「電子回路」で学んだ論理素子の入出力特
性を計測し、基本的な論理回路や組み合わ
せ論理回路の動作について習得する。

ディジタルICの種類と特性について知っている。

規格表の見方について知っている。

TTL-ICとCMOS-IC入出力の電気特性について確認ができる。

シュミットトリガ入出力の電気特性について確認ができる。

オープンコレクタ出力の電気特性の確認ができる。

基本ゲート回路の入出力の確認ができる。

基本的な組合せ回路の製作と入出力の確認ができる。

７セグメントLED表示回路の製作と動作確認ができる。

担当教員 教室・実習場 備考

山下 電子情報技術実験室3

2 4教科の区分 系基礎実技

教科の科目 電子回路基礎実習

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

ディジタル回路基礎実習 必修 2期

電気回路 ディジタル回路技術

ディジタル回路基礎実習 ディジタル回路実習
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週 授業方法

1週 実習

2週 実習

3週 実習

4週 実習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週
実習
評価

3. 組合せ論理回路
（1）一致・不一致、比較回路

基本ゲート回路の入出力について整理する
とともに、一致・不一致回路について予習
をしてください。

（2）エンコーダ、デコーダ回路
一致、不一致回路について整理するととも
に、エンコーダ、デコーダ回路について予
習をしてください。

（3）７セグメントLED表示回路
評価

エンコーダ、デコーダ回路について整理す
るとともに、７セグメントLED表示回路に
ついて予習をしてください。

（6）オープンコレクタ出力の電気特性の測定
シュミットトリガ入出力について整理する
とともに、オープンコレクタ出力について
整理をしてください。

2. 論理回路
（1）NOT回路
（2）AND回路

オープンコレクタ出力について整理すると
ともに、基本ゲート回路の入出力について
予習をしてください。

（3）OR回路
（4）EXOR回路

基本ゲート回路の入出力について整理をし
てください。

（5）シュミットトリガ入出力の電気的特性
CMOS-ICの入出力特性について整理すると
ともに、シュミットトリガ入出力について
予習をしてください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. 論理素子の電気特性
（1）ディジタルICの種類と特性
（2）規格表の見方
（3）TTL-IC入出力の電気的特性

規格表の見方、TTL-ICについて予習をして
ください。

（4）CMOS-IC入出力の電気的特性
規格表の見方、TTL-ICについて整理すると
ともに、CMOS-ICの入出力特性について予
習をしてください。
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科名：

必須・選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

火3・4

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

20 20 60 100

20

20 20

20

主体性・協調性

授業科目についての助言
データベース設計の基本を理解して、業務用のデータベースを構築します。。
さらに、構築したデータベースを利用するためのアプリケーションを作成します。

授業科目の発展性

評価の割合

　
評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力、推論能力

取り組む姿勢・意欲

教科書および参考書 自作テキスト

データベースの構築：　販売管理システムを構築できる。

SQLの基礎知識を理解し、利用できる。

Excel－VBA によるデータベース連携アプリケーションを作成できる。

業務アプリの基礎（マスタ管理、在庫管理、売上管理、発注・入庫管理）を理解できる

データベースの利用から、システム構築
までを習得します。

データベースの基礎知識を理解できる。

データモデリング　（概念モデル、論理モデル）　を理解できる。

データベースの作成手順、構成要素を理解できる。

データベースの構築：　商品検索システムを構築できる。

授業科目受講に向けた助言

予備知識・技能技術 情報基礎実習とデータ構造・アルゴリズムを、しっかりとマスターしておきましょう。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

業務システムを構築するソフトウェア業界、製造業のコンピュータ管理部門　他

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

担当教員 教室・実習場 備考

外部講師 CAD室2

4 4教科の区分 系基礎実技

教科の科目 ｿﾌﾄｳｪｱ工学基礎実習

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

訓練科目の区分 授業科目名

教育訓練課程 専門課程

データベース基礎実習 選択 3・4期

データ構造・アルゴリズム実習

データベース基礎実習

情報基礎実習

ソフトウェア制作実習Ⅰ
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回数 運営方法

1週 講義

2週 講義

3週 実習

4週 実習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週 実習

10週 実習

11週 実習

12週 実習

13週 実習

14週 実習

15週 実習

16週 実習

17週 実習

18週 実習まとめ 学んできたものを復習しましょう

Excel-VBAによるDB連携アプリケーション
　　・在庫管理、発注管理

課題をしっかり作ってください

Excel-VBAによるDB連携アプリケーション
　　・レンタル管理（貸出／返却）

課題をしっかり作ってください

Excel-VBAによるDB連携アプリケーション
　　・レンタル管理（貸出／返却）

課題をしっかり作ってください

Excel-VBAによるDB連携アプリケーション
　　・売上管理

課題をしっかり作ってください

Excel-VBAによるDB連携アプリケーション
　　・売上管理

課題をしっかり作ってください

Excel-VBAによるDB連携アプリケーション
　　・在庫管理、発注管理

課題をしっかり作ってください

Excel-VBAによるDB連携アプリケーション
　　・ＳＱＬとＶＢＡコーディングによるデータベースアプリケーション開発

データベース連携について理解して
ください

Excel-VBAによるDB連携アプリケーション
　　・商品マスタ管理

課題をしっかり作ってください

Excel-VBAによるDB連携アプリケーション
　　・商品マスタ管理

課題をしっかり作ってください

データベースの構築実践：　販売管理システム 演習の課題をしっかり作ってください

データベースの構築実践：　販売管理システム 演習の課題をしっかり作ってください

Excel-VBAによるDB連携アプリケーション
　　・ＡＤＯによるデータベースとの連携

データベース連携について理解して
ください

データベース構築
　　・フォーム、レポートの利用

リレーショナルデータベースの構成につい
て理解してください

データベース構築
　　・ＳＱＬによるデータ操作の基本（ＣＲＵＤ）

ＳＱＬ文について理解してください

データベースの構築実践：　商品検索システム 演習の課題をしっかり作ってください

授業の内容

データベース構築の基礎
　　・リレーショナルデータベースの構成、モデリング

リレーショナルデータベースの構成につい
て理解してください

データベース構築
　　・テーブル、クエリ、マクロ

リレーショナルデータベースの構成につい
て理解してください

訓練課題　予習・復習
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科名：

必須・選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

火３・4

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

0 0 0 80 0 20 100

30

50

10

10主体性・協調性

授業科目についての助言
情報の利活用には、パソコンを利用した情報リテラシーの習得が必要です。
表計算とデータベースの基本をマスターして、関連する学科に活かしていきましょう。

授業科目の発展性

評価の割合

　
評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力、推論能力

取り組む姿勢・意欲

教科書および参考書 「情報リテラシー総合編」　ＦＯＭ出版

 クエリー、フォーム、レポートについて知っている。

 簡単なデータベース操作ができる。

 インターネットの仕組みを知っている。

 ＨＴＭＬを使ったＷｅｂページ作成について知っている。

情報リテラシーについて学習します

 表の作成について知っている。

 表の編集、関数の利用について知っている。

 グラフの作成・編集 について知っている。

 データベースのテーブル構成について知っている。

授業科目受講に向けた助言

予備知識・技能技術 パソコンの基本操作ができること。OSについて知っていること。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

業務システムを構築するソフトウェア業界、製造業のコンピュータ管理部門　他

授業科目の目標 授業科目のポイント

担当教員 教室・実習場 備考

浴本 端末室

2 4教科の区分 基礎実技

教科の科目 ｿﾌﾄｳｪｱ工学基礎実習

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

訓練科目の区分 授業科目名

教育訓練課程 専門課程

情報基礎実習 選択 1期

情報基礎実習 ソフトウェア制作実習Ⅰデータベース基礎実習
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回数 運営方法

1週 実習

2週 実習

3週 実習

4週 実習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週 実習<総合課題>
表計算・データベース・Web利用について
ポイントを復習してください。

   ⑤クエリの作成
   　　・クエリーデザインビュー、演算フィールド
       ・条件を指定したレコード抽出、パラメータを指定した抽出

・データの抽出ができるクエリーについて
　理解してください。

  ⑥フォームの作成
   　　・フォームウィザード
       ・コントロールの配置、書式設定
   　  ・コマンドボタンの設定
 <練習問題>

・フォームを利用することで、データベース
　アプリ作成の基本を 理解してください。
・練習問題で復習してください。

５．Webページの作成
  ①HTMLの基本
  ②トップページ、サブページの作成
　③CSSを利用する
  ④Webサーバ設定

Webの利用について、HTMLとCSSについて
理解してください。

④グラフの作成
　・グラフの構成要素、グラフの作成手順、グラフレイアウト
⑤データベース機能
　・並べ替え、フィルタ、集計
⑥　関数の利用
　　ふりがな表示、データ個数カウント、該当データ検索、条件の判断 など
⑦　マクロの作成

・グラフ機能とデータベース機能について
　理解してください
・関数の利用とマクロ機能について理解
　してください。

＜練習問題＞

４．データベース（Access)の利用
　①リレーショナルデータベースの構造
  ②データベースの構成要素

  ・Excelの練習問題で復習してください。
  ・データベースソフト（Access）の利用に
　　ついて理解してください。

   ③テーブルの作成
      ・Excelデータのインポート
　　  ・フィールドの設定
　　　　主キー、データ型、フィールドサイズ、入力規制、規定値
   ④リレーションシップ
        　リレーションシップの作成と参照整合性

・テーブルの作成と、リレーショナルデータ
  ベースとしてのリレーションシップが設定
 できるように理解してください。

授業の内容

１． ガイダンス
  ・シラバスの提示と説明
  ・実習環境の確認
２．情報の利活用形態と関連技術 (テキスト学習内容の確認)
３．表計算（Excel）の利用
①表の作成
　・ブックの新規作成、データ入力、オートフィル、オートSUM
　・罫線、数式、関数、数式のコピー
　・書式設定（罫線、配置、表示形式、フォント、列幅と行高さ）

情報リテラシーの必要性を理解して
ください。
表計算ソフト（Excel）の利用について
理解してください。

②表の編集
　・相対参照と絶対参照
  ・書式のコピー、データのコピー
③表の印刷
　・ページレイアウト、用紙サイズと向き、改ページプレビュー

・表計算ソフトの基本である、ブックとワーク
  シート、セルの構成を理解してください。
・データの入力と編集、セル参照について
　効率よく行えるようにしてください。
・表の印刷について理解してください。

訓練課題　予習・復習
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

木1・2

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

0 0 55 45 0 0 100

20 10

20 10

10 10

5

5

5 5

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 コンピュータの基本操作ができるようにしておいてください。

受講に向けた助言
パーソナルコンピュータのハードウェア・アーキテクチャとコンピュータネットワークについて習得します。パ
ソコン同士をLANに接続して、資源共有を行うことができるようになります。

教科書および参考書
教科書：自作テキスト
参考書：マスタリングTCP/IP入門編　第6版（オーム社）、Linux標準教科書（LPI-Japan）

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

パソコンのハードウェア・アーキテクチャ
とコンピュータネットワークについて習得
する。

担当教員 教室・実習場 備考

山下 CAD室2

授業科目に対応する業界・仕事・技術

パソコンを取扱う業界全般におけるパソコン導入時のネットワーク構築に必要な技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

パソコンのハードウェア・アーキテクチャについて知っている。

コンピュータネットワークの基礎について知っている。

OSI参照モデルについて知っている。

各種ネットワーク接続・中継機器を設定できる。

2 4教科の区分 系基礎実技

教科の科目 情報通信工学基礎実習

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

情報通信工学実習 必修 2期

TCP/IPの概要について知っている。

TCP/IP関連コマンドを使用できる。

Peer To Peerネットワークを構築することができる。

ネットワーク技術 組込みソフトウェア応用実習

情報通信工学実習

情報通信工学



令和８年度版

週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 実習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週
実習
評価

（2）HUB、ルータ
4. TCP/IP
（1）ネットワークコマンド

各種ネットワーク装置の概要について復習
してください。
TCP/IPネットワークコマンドの使い方につ
いて復習してください。

（1）ネットワークコマンド
TCP/IPネットワークコマンドの使い方につ
いて復習してください。

5. Peer To Peerネットワーク構築
（1）ユーザ管理

ユーザ管理の手順について復習してくださ
い。

（2）ファイルシステム
Peer To Peerネットワーク構築について復
習してください。

（3）共有設定
評価

Peer To Peerネットワーク構築について復
習してください。

ハードウェア・アーキテクチャについて復
習してください。

（2）OSI７階層とその制御並びに各データ構成
OSI参照モデルと各階層の役割について復
習してください。

3. 中継装置
（1）ネットワークカード

各種ネットワーク装置の概要について復習
してください。

（2）メモリ回路、バスインタフェース
（3）実装技術
2. ネットワーク構成
（1）仕組みと構成

ハードウェア・アーキテクチャについて復
習してください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. ハードウェア・アーキテクチャ
（1）CPU概要、リセット等周辺回路
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

火1・2
金1・2

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

0 10 20 60 0 10 100

20

5 20

10

5 10 20

5

5主体性・協調性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

教科書および参考書 明快入門 C (林晴比古実用マスターシリーズ)  SBクリエイティブ

授業科目の発展性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 コンピュータの基本操作ができるようにしておいてください。

受講に向けた助言
開発環境の設定や構造化プログラミング言語であるC言語を用いたプログラミング技術、デバッグ技術を習得しま
す。このプログラミング技術は、あらゆる分野のソフトウェア開発の基礎となりますので、予習、復習を必ず行
い理解しておきましょう。

「変数と定数」と「データ型と変数宣言」について知っている。

標準入出力と制御構造のプログラミングができる。

「配列と文字列操作」「ポインタ」「ポインタ配列」及び「関数」のプログラミングができる。

デバッグ作業ができる。

「構造体と共用体」と「データ型と記憶クラス」を扱うプログラミングができる。

標準ライブラリ関数、ファイル処理及び文字列処理を扱うプログラミングができる。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

製造現場における機器の制御や生産管理、検査等のソフトウェア開発などに使われる技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

組込みプログラムに広く用いられるＣ言語
についての基本文法と、クロスコンパイル
に必要な技術を習得する。

開発環境について知っている。

統合開発環境の基本操作ができる。

Ｃ言語の基本仕様について知っている。

予約語、標準関数及び各種演算子について知っている。

担当教員 教室・実習場 備考

鳥谷部 CAD室2

4 8教科の区分 系基礎実技

教科の科目 組込みｿﾌﾄｳｪｱ基礎実習

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

組込みソフトウェア基礎実習 必修 1期

組込みソフトウェア
基礎実習

データ構造・アルゴリズム 組込みソフトウェア応用技術

データ構造・アルゴリズム実習 組込み機器製作実習
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週 授業方法

1週 実習

2週 実習

3週 実習

4週 実習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週 実習

10週 実習

11週 実習

12週 実習

13週 実習

14週 実習

15週 実習

16週 実習

17週 実習

18週
実習
評価

（8）文字列処理
評価

文字列処理について復習をしてください。

（5）プリプロセッサ
プリプロセッサについて復習をしてくださ
い。

（6）標準ライブラリ関数
標準ライブラリ関数について復習をしてく
ださい。

（7）ファイル処理
ファイル処理について復習をしてくださ
い。

（2）Ｃ言語特有の演算子
Ｃ言語特有の演算子について復習をしてく
ださい。

（3）構造体と共用体
構造体と共用体について復習をしてくださ
い。

（4）データ型と記憶クラス
データ型と記憶クラスについて復習をして
ください。

（6）デバッグ技術
デバッグ技術について復習をしてくださ
い。

4. プログラミング実用
（1）制御構造応用

制御構造応用について復習をしてくださ
い。

（1）制御構造応用
制御構造応用について復習をしてくださ
い。

（3）配列と文字列操作
配列と文字列操作について復習をしてくだ
さい。

（4）ポインタ、ポインタ配列
ポインタ、ポインタ配列について復習をし
てください。

（5）関数 関数について復習をしてください。

（4）変数と定数
（5）データ型と変数宣言

変数と定数について復習をしてください。

3. プログラミング基礎
（1）標準入出力

標準入出力について復習をしてください。

（2）制御構造 制御構造について復習をしてください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. 開発環境
（1）開発環境概要
（2）開発環境の基本操作（エディタ・コンパイラ等）
2. 言語仕様
（1）Ｃ言語の基本仕様

開発環境について復習をしてください。
Ｃ言語の基本について復習をしてくださ
い。

（2）予約語、標準関数
（3）各種演算子

予約語、関数について復習をしてくださ
い。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

火1・2

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

60 30 0 0 0 10 100

50 25

10 5

10

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 「数学Ⅰ」「電気数学Ⅰ」「電気回路」を理解していることが望ましい。

受講に向けた助言

電気・磁気に関する分野は多くの優れた学者によって発明・発見されました。今日、これらの技術は
様々な分野で活用され、我々の生活に欠かせないものとなっています。電磁気学ではこのような電気・
磁気に関する事象を学習する科目です。一般に電磁気学は高度な数学的知識が必要になり、理解しにく
い面があります。そのために、電気・磁気に関する基本的な事象がおろそかになりがちなので、予習・
復習を欠かさず行い、疑問があれば積極的に質問するように心がけてください。

教科書および参考書 教科書：基本からわかる電気回路（ナツメ社）

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

自己インダクタンスと相互インダクタンスについて知っている。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

電気・電子、制御分野における基礎技術
電気・磁気現象を理解するためのベースとなる技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

電荷と電流、磁気と電流について物理
的な意義や原理・定理・法則等、電磁
気に関する基礎についての知識を習得
する。

電荷とクーロンの法則及びガウスの定理について知っている。

電位、電位差及び等電位面について知っている。

円筒、平面の電界及び電位について知っている。

導体間の静電容量について知っている。

電流による磁界とアンペアの法則について知っている。

ビオ・サバールの法則について知っている。

フレミングの左手の法則について知っている。

ファラデーの法則とレンツの法則について知っている。

フレミングの右手の法則について知っている。

担当教員 教室・実習場 備考

竹岡 CAD室2

2 4教科の区分 系基礎学科

教科の科目 電気電子工学

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

電磁気学 必修 2期

電磁気学

電気電子工学実験

電気回路
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

（2）導体運動と起電力、フレミングの右手の法則
フレミングの右手の法則について復習
をしてください。

（3）自己インダクタンス・相互インダクタンス
評価

自己インダクタンス、相互インダクタ
ンスについて復習をしてください。

3. 磁界と磁性体
（1）電流による磁界、アンペアの法則

電流による磁界、アンペアの法則につ
いて復習をしてください。

（2）ビオ・サバールの法則
ビオ・サバールの法則について復習を
してください。

（3）磁界と電流間に働く力、フレミングの左手の法則
（4）磁性、ヒステリシスループ
4. 電磁誘導とインダクタンス
（1）電磁誘導の法則、ファラデーの法則、レンツの法則

フレミングの左手の法則、ヒステリシ
スループについて復習をしてくださ
い。
ファラデーの法則、レンツの法則につ
いて復習をしてください。

電荷とクーロンの法則、ガウスの定理
について復習をしてください。

2. 静電容量と誘電体
（1）導体間の静電容量

導体間の静電容量について復習をして
ください。

（2）誘電体中の電界、電束密度
誘電体中の電界、磁束密度について復
習をしてください。

（2）電位、電位差、等電位面
（3）円筒、平面の電界・電位

電位、電位差、等電位面、円筒、平面
の電界・電位について復習をしてくだ
さい。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. 電荷と電界及び電位
（1）電荷とクーロンの法則、ガウスの定理
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

前期集中

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

60 30 0 10 100

5

5主体性・協調性

授業科目の発展性

評価の割合

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

受講に向けた助言
プログラムの組立て方やC言語を用いたプログラミング応用技術、デバッグ技術を習得します。このプログラミン
グ技術は、あらゆる分野のソフトウェア開発となりますので、予習、復習を必ず行い理解しておきましょう。

教科書および参考書 C言語によるはじめてのアルゴリズム入門　改訂第5版  技術評論社

予備知識、技能・技術 コンピュータの基本操作およびプログラミングの基本作成ができるようにしておいてください。

授業科目受講に向けた助言

「データ構造・アルゴリズム」で学んだこ
とを基にデータ構造・アルゴリズムの実現
法をプログラミングを通して習得する。

配列とリストを利用したプログラミングができる。

スタックと待ち行列を利用したプログラミングができる。

二分木を利用したプログラミングと木の走査ができる。

線形探索法と二分探索法などを利用したプログラミングができる。

バブルソート法などの整列処理を利用したプログラミングができる。

再帰処理を利用したクイックソートなどのプログラミングができる。

ファイル入出力処理のプログラミングができる。

製造現場おける使用される機器の制御や生産管理、検査等のソフトウェア開発などに使われる技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

授業科目に対応する業界・仕事・技術

2 4教科の区分 系基礎実技

教科の科目 組込みｿﾌﾄｳｪｱ基礎実習

訓練課程 専門課程

データ構造・アルゴリズム実習 必修 2期

CAD室2

担当教員 教室・実習場 備考

鳥谷部

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

データ構造・アルゴリズム実習 組込み機器製作実習

組込みソフトウェア
基礎実習

データ構造・アルゴリズム 組込みソフトウェア応用技術
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週 授業方法

1週
講義
実習

2週 実習

3週 実習

4週 実習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週
実習
評価

（2）クイックソート
4. ファイル処理
（1）ファイル入出力処理のプログラミング

ファイル入出力処理について復習をしてく
ださい。

（1）ファイル入出力処理のプログラミング
評価

ファイル入出力処理について復習をしてく
ださい。
今まで習った内容について復習をしてくだ
さい。

3. 再帰処理のプログラミング
（1）再帰の考え方

再帰処理について復習をしてください。

（1）再帰の考え方
（2）クイックソート

再帰処理及びクイックソートについて復習
をしてください。

2. 探索・整列処理のプログラミング
（1）線形探索、二分探索

探索アルゴリズムについて復習をしてくだ
さい。

（2）バブルソート
バブルソートについて復習をしてくださ
い。

（3）基本挿入法
（4）その他の整列アルゴリズム

基本挿入法について復習をしてください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

（3）待ち行列
（4）二分木

データ構造について復習をしてください。

ガイダンス
1. データ構造とプログラミング
（1）配列、リスト
（2）スタック

アルゴリズムについて復習をしてくださ
い。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

前期集中

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

0 0 20 70 0 10 100

10 20

50

10

10

評価の割合

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

受講に向けた助言
電子回路関連の製品には必ずケース（筐体）が必要です。本実習では基本的な板金工作作業の手順、手法を身に
付けて、電子回路を収める簡単なケースの設計製作を行います。はじめての機械作業で、慣れないことも多くあ
りますが、安全面には十分注意を払って作業することを心がけてください。

教科書および参考書 CADを使って機械や木工や製品の図面を書きたい人のためのJw_cad8製図入門

授業科目の発展性

曲げ加工ができる。

筐体の設計と加工ができる。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 「電子回路設計製作実習」の基礎製図における図面の見方、書き方を理解しておいてください。

電子機器を製作するために必要な、測定作
業、手作業による金属加工などの作業を理
解し、課題のシャーシを設計・製作するこ
とにより必要な作業手順、手法について習
得する。

ノギス、マイクロメータ及びハイトゲージ等の測定器で測定作業ができる。

けがき作業、金切りのこ作業及びやすり作業ができる。

タップとダイスによるネジ立て作業ができる。

ボール盤作業ができる。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

電子機器の設計・製造分野における基礎知識・技能

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

担当教員 教室・実習場 備考

春口 CAD室2

2 4教科の区分 系基礎実技

教科の科目 機械工作実習

訓練課程 専門課程

機械工作実習 必修 前期集中

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

機械工作実習
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週 授業方法

1週 実習

2週 実習

3週 実習

4週 実習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週
実習
評価

（2）加工 加工手順が理解できるよう復習してさい。

（2）加工 加工手順が理解できるよう復習してさい。

（3）測定
評価

安全作業を心がけてください。

3. 基本工作
（1）ボール盤の安全な取り扱い
（2）各種ドリルとその用途
（3）穴あけ加工
（4）バリ取り作業

機械操作に十分注意して安全作業を心がけ
てください。

4. 手作業による加工
（1）切断・曲げ加工

安全作業を心がけてください。

5. 筐体加工
（1）設計

課題内容を理解できるよう復習をしてくだ
さい。

訓練課題　予習・復習

2. 手仕上げ実習
（1）けがき作業
（2）金切りのこ作業

安全作業を心がけてください。

（3）やすり作業
（4）タップ・ダイス作業

安全作業を心がけてください。

ガイダンス
1. 測定作業
（1）ノギスの使い方
（2）マイクロメータの使い方
（3）ハイトゲージの使い方

各測定器の使用方法を復習をしてくださ
い。

授業の内容
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

木3・4

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

60 30 0 0 0 10 100

50 25

10 5

10

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 ｢電子回路｣の講義内容をよく復習し理解しておいてください。

受講に向けた助言

本教科では、各種発振回路や変復調回路、オペアンプによる各種増幅回路・微分積分・フィルタ回路を学びま
す。変復調回路ではトランジスタの基本動作、バイアス方式や接地回路方式による特性の違いを理解しておくこ
とにより内容がわかりやすくなります。またオペアンプによる各種回路は、アナログ回路を設計・製作する場合
に頻繁に用いられる基本的な回路ばかりですので確実に理解することが必要です。そのために、予習復習を欠か
さず心がけ、疑問があれば積極的に質問するように心がけてください。

教科書および参考書 図解でわかる　はじめての電子回路　技術評論社

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

発振回路とアナログ変復調回路について学
び、さらにオペアンプ回路とフィルタ回路
についての知識を習得する。

担当教員 教室・実習場 備考

鳥谷部 端末室

授業科目に対応する業界・仕事・技術

アナログ回路の設計・製作を行う分野において必要となる技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

LC発振回路について知っている。

CR発振回路について知っている。

固体発振回路について知っている。

AM/FM/PM変調回路と復調回路について知っている。

2 4教科の区分 専攻学科

教科の科目 複合回路技術

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

アナログ回路技術 必修 4期

受動部品の特性について知っている。

オペアンプを用いた反転増幅回路について知っている。

オペアンプを用いた非反転増幅回路について知っている。

オペアンプを用いた微分回路と積分回路について知っている。

ハイパスフィルタとローパスフィルタについて知っている。

波の周期、波長、速度及び周波数の関係を知っている。

アナログ回路基礎実習 アナログ回路実習

電子回路 アナログ回路技術 高周波回路技術
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

5.電磁波の基礎
（1）波の周期、波長、速度、周波数の関係
（2）周波数帯の区分
6.電子部品の周波数特性
（1）抵抗、コンデンサ、コイルのインピーダンス
（2）高周波における受動部品の等価回路
評価

受動素子の周波数特性についてまとめてく
ださい。

3. オペアンプ回路
（1）反転増幅回路
（2）非反転増幅回路

オペアンプの基本的な増幅回路について予
習をしてください。

（3）微分回路
オペアンプの微分回路を整理するととも
に、ハイパスフィルタについて予習をして
ください。

（4）積分回路
オペアンプの積分回路を整理するととも
に、ローパスフィルタについて予習をして
ください。

4. フィルタ回路
（1）ローパスフィルタ
（2）ハイパスフィルタ

オペアンプの積分回路を整理するととも
に、ローパスフィルタについて予習をして
ください。

LC発振回路、CR発振回路について予習をし
てください。

（2）FM変復調回路
FM変復調回路について整理するとともにPM
変復調回路について予習をしてください。

（3）PM変復調回路
PM変復調回路について復習をしてくださ
い。

（3）発振回路の解析と特性
2. アナログ変復調回路
（1）AM変復調回路

発振回路について整理するとともに、変復
調回路について予習をしてください。
AM変復調回路について整理するとともにFM
変復調回路について予習をしてください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. 発振回路
（1）LC発振回路・CR発振回路
（2）固体発振回路
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

木3・4

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

90 0 0 0 0 10 100

10

40

40

10

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 ｢電子回路｣の講義内容をよく復習し理解しておいてください。

受講に向けた助言

「1」「0」のディジタル回路で用いられる数体系はマイコン等のプログラムを学習する上でも重要です。また、
ディジタルICの電気特性を理解することによりディジタル回路の設計・製作を行うことができます。ディジタル
回路の電気信号を数式で表すことにより、複雑な動作をするディジタル回路を簡便に取り扱うことができます。
複雑な回路であっても全体ではなく、理解できる範囲の、小さな部分から考えていくことにより全体も理解でき
るようになります。

教科書および参考書 絵ときディジタル回路の教室　オーム社

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

ディジタル回路の特性と各種ディジタルIC
の使い方についての知識を習得する。

担当教員 教室・実習場 備考

山下 電子情報技術実験室3

授業科目に対応する業界・仕事・技術

ディジタル回路の設計・製作にかかわる分野に必要な技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

RSとJKフリップフロップについて知っている。

その他のフリップフロップについて知っている。

フリップフロップのパラメータについて知っている。

直－並列変換回路について知っている。

2 4教科の区分 専攻学科

教科の科目 複合回路技術

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

ディジタル回路技術 必修 3期

チャタリング防止回路について知っている。

並－直列変換回路について知っている。

非同期式カウンタ回路について知っている。

同期式カウンタ回路について知っている。

波形発生回路について知っている。

波形整形回路について知っている。

アナログ回路基礎実習 アナログ回路実習 ファームウェア実習

電子回路 ディジタル回路技術 ファームウェア技術
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

（2）波形整形回路
波形発生回路について整理するとともに、
波形整形回路について予習をしてくださ
い。

（3）チャタリング防止回路
評価

波形整形回路について整理するとともに、
チャタリング防止回路について復習をして
ください。また、これまでの学習内容を復
習をしてください。

3. カウンタ回路
（1）非同期式カウンタ

シフトレジスタについて整理するととも
に、非同期式カウンタについて予習をして
ください。

（2）同期式カウンタ
非同期式カウンタについて整理するととも
に、同期式カウンタについて予習をしてく
ださい。

4. その他の回路
（1）波形発生回路

同期式カウンタについて整理するととも
に、波形発生回路について予習をしてくだ
さい。

RSフリップフロップについて予習をしてく
ださい。

（3）その他のフリップフロップ
（4）フリップフロップのパラメータ

JKフリップフロップについて整理するとと
もに、その他のフリップフロップについて
予習をしてください。

2. シフトレジスタ
（1）直並列変換
（2）並直列変換

その他のフリップフロップについて整理す
るとともに、シフトレジスタについて予習
をしてください。

（2）JKフリップフロップ
RSフリップフロップについて整理するとと
もに、JKフリップフロップについて予習を
してください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. フリップフロップ
（1）RSフリップフロップ
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

月4

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

60 30 0 0 0 10 100

50 25

10 5 10

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術
電子回路を理解している事が望ましいです。
特にディジタル回路については復習して理解をしておいてください。

受講に向けた助言

マイクロコンピュータの回路設計やプログラミングを行うためには、ハードウェアを正しく理解することが必要
です。マイクロコンピュータのハードウェアはディジタル回路のクロック同期回路が基本となっており、機能ご
とに回路が構成されています。機能が組み合わさってハードウェアが構成されるので、機能ごとに理解すること
により全体も理解できるようになります。予習・復習を欠かさず行い、疑問があれば積極的に質問するように心
がけてください。

教科書および参考書 C言語&MCCによるPICプログラミング大全　技術評論社

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

機器組込み用としてのコンピュータである
マイクロコンピュータについてハードウェ
ア構成と各種機能の動作についての知識を
習得する。

「命令」と「実行」及び「基本的な動作タイミング」について知っている。

電源回路、リセット回路、発振回路、保護回路及び表示回路について知っている。

デバッグ用インタフェース（RS232C、USB）とデータバス制御について知っている。

担当教員 教室・実習場 備考

浴本 CAD室2

授業科目に対応する業界・仕事・技術

マイクロコンピュータを用いた回路設計やプログラミングにかかわる仕事において必要となる基本技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

CPU、メモリ、I/Oの働きとその構成について知っている。

2 2教科の区分 専攻学科

教科の科目 マイクロコンピュータ工学

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

マイクロコンピュータ工学 必修 3期・4期

マイクロコンピュータの電気的特性について知っている。

内部アーキテクチャとレジスタの構成について知っている。

「メモリ」と「I/Oとのインタフェース」について知っている。

タイマと割り込みについて知っている。

A/D・D/Aコンバータについて知っている。

入出力ポートについて知っている。

マイクロコンピュータ工学実習 インタフェース製作実習

電子回路 マイクロコンピュータ工学 インタフェース技術
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週 講義

4週 講義

5週 講義

6週 講義

7週 講義

8週 講義

9週
講義
評価

（5）デバッグ用インタフェース（RS232C、USB）
（6）データバス制御

デバッグ用インタフェース（RS232C、
USB）、 データバス制御について復習して
理解しておいてください。

4. 電気特性
（1）マイクロコンピュータの電気特性
評価

マイクロコンピュータの電気特性について
復習して理解しておいてください。

（4）A/D・D/Aコンバータ
A/D・D/Aコンバータについて復習して理解
しておいてください。

（5）入出力ポート
入出力ポートについて復習して理解してお
いてください。

3. 基本周辺回路
（1）電源回路
（2）リセット回路、発振回路
（3）保護回路
（4）表示回路

電源回路、リセット回路、発振回路、保護
回路、表示回路について復習して理解して
おいてください。

マイクロコンピュータの基本構成と動作、
CPU、メモリ、I/Oの働きとその構成につい
て復習して理解しておいてください。

（2）メモリ、I/Oとのインタフェース
メモリ、I/Oとのインタフェースについて
復習して理解しておいてください。

（3）タイマ、割り込み
タイマ、割り込みについて復習して理解し
ておいてください。

（2）命令と実行
（3）基本的な動作タイミング
2. マイクロコンピュータハードウェアの構成
（1）内部アーキテクチャ、レジスタの構成

命令と実行、基本的な動作タイミング内部
アーキテクチャ、レジスタの構成、につい
て復習して理解しておいてください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. マイクロコンピュータの概要
（1）CPU、メモリ、I/Oの働きとその構成
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科名：

必須・選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

金1・2
後期集中

No

①

②

③

④

⑤

⑥

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

0 0 70 30 100

40 20

30 10

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

訓練科目の区分 授業科目名

教育訓練課程 専門課程

メカトロニクス技術 選択 4期・後期集中 4 4教科の区分 専攻学科

教科の科目 ファームウェア技術

担当教員 教室・実習場 備考

鳥谷部 CAD室2

授業科目に対応する業界・仕事・技術

生産現場の機械等の制御回路設計やメンテナンスに従事するための必要な技能・知識です。

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

　有接点リレーシーケンスおよびＰＣ
（プログラマブルコントローラ）のプロ
グラミング技術と、利用技術の基本を習
得する。

ＰＣ（プログラマブルコントローラ）の特徴や仕組みを知っている。

内部デバイスおよび入出力インターフェイスについて知っている。

ラダー図の表記方法を知り、基本回路が作成できる。

基本プログラムを組み合わせたプログラミング課題を作成できる。

表示系及びモータ駆動に関するプログラムを作成でき、動作確認ができる。

安全衛生の知識を習得し、実践ができる。

授業科目受講に向けた助言

予備知識・技能技術
一般に使用される制御用機器の種類と特徴を整理し、基本回路の動作原理を理解しておくこと。また、テスターによる
導通確認や絶縁確認方法を再確認しておいてください。

授業科目についての助言
　制御の基本であるリレー制御について、制御用機器の構造、機能、使用法およびＪＩＳ記号等を理解できるようにし
ます。また、論理回路と基本的な制御回路の理解を深め、実習課題をおこなうことで制御回路の設計方法や回路の読
図、配線方法が習得できます。実習中は安全の為、作業着を着用してもらいます。

教科書および参考書 教科書：自作テキスト

授業科目の発展性

評価の割合

　
評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力、推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

メカトロニクス実習
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回数 運営方法

1週
座学

2週
座学
実習

3週
座学
実習

4週
座学
実習

5週
座学
実習

6週
座学
実習

7週
座学
実習

8週
座学
実習

9週
座学
実習

10週
座学
実習

11週
座学
実習

12週
座学
実習

13週
座学
実習

14週
座学
実習

15週
座学
実習

16週
座学
実習

17週
座学
実習

18週
座学
実習

授業の内容 訓練課題　予習・復習

シラバスについて
リレー制御における回路図の表現法と基本的な実習作業の説明

接点の種類と動作について理解し、安全作
業のポイントを理解して下さい。

基本回路問題ＡＮＤ・ＯＲ・ＮＯＴ回路他
電磁リレーにおける基礎回路を理解してお
いて下さい。また、配線作業の方法につい
て整理しておいて下さい。

基本回路問題自己保持回路・インターロック回路
電磁リレーにおける基礎回路を理解してお
いて下さい。また、配線作業の方法につい
て整理しておいて下さい。

直列優先回路・新入力優先回路
電磁リレーにおける基礎回路を理解してお
いて下さい。また、配線作業の方法につい
て整理しておいて下さい。

限時動作回路の基本回路

電磁リレーおよびタイマリレーにおける応
用回路を理解しておいて下さい。また、配
線作業の方法について整理しておいて下さ
い。

一定時間確認回路・ONE-SHOT回路・順序動作回路

電磁リレーおよびタイマリレーにおける応
用回路を理解しておいて下さい。また、配
線作業の方法について整理しておいて下さ
い。

繰返し動作回路・遅延復帰回路

電磁リレーおよびタイマリレーにおける応
用回路を理解しておいて下さい。また、配
線作業の方法について整理しておいて下さ
い。

練習問題1

練習問題2

ＰＬＣの構造と取扱について
ＰＬＣの基本的な動作原理、操作法を理解
しておいて下さい。

ＰＬＣにおけるプログラミング基礎1
ＰＬＣの基本的な動作原理、操作法を理解
しておいて下さい。

ＰＬＣにおけるプログラミング基礎2
ＰＬＣの基本的な動作原理、操作法を理解
しておいて下さい。

ＰＬＣにおけるプログラミング応用1
ＰＬＣのプログラミング手法について理解
し、回路作成を行うことが出来るようにし
ておいて下さい。

ＰＬＣにおけるプログラミング応用2
ＰＬＣのプログラミング手法について理解
し、回路作成を行うことが出来るようにし
ておいて下さい。

まとめ

ＰＬＣにおけるプログラミング応用3
ＰＬＣのプログラミング手法について理解
し、回路作成を行うことが出来るようにし
ておいて下さい。

ＰＬＣにおけるプログラミング応用4
ＰＬＣのプログラミング手法について理解
し、回路作成を行うことが出来るようにし
ておいて下さい。

ＰＬＣにおけるプログラミング応用5
ＰＬＣのプログラミング手法について理解
し、回路作成を行うことが出来るようにし
ておいて下さい。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

火1・2

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

0 30 0 50 20 0 100

10 10

20 20

10 15

10

5主体性・協調性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 「情報基礎実習」と「情報通信工学」の内容を理解しておいてください。

受講に向けた助言
　Web技術は、企業における情報発信だけでなく、業務システムや組込み機器の画面作成にも使われている、重要
なソフトウェア技術のひとつです。日頃使用しているWebサイトがどのように作られているか意識しながら受講す
ると、新しく学ぶ項目を理解しやすくなります。

教科書および参考書 教科書：30時間でマスター　Webデザイン　三訂版　HTML Living Standard（実教出版）

授業科目の発展性

授業科目に対応する業界・仕事・技術

業務システムを構築するソフトウェア業界、製造業のコンピュータ管理部門　他

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

クラウド上で運用されるアプリケーション
の開発・保守に必要となるWeb技術を習得
する。

生産システムで使用されているネットワーク技術について知っている。

Web技術（HTML、CSS、JavaScript）について知っている。

Webページの作成手順を知っている。

HTML文書の構造を知っている。

基本的なHTMLタグとその機能について知っている。

CSSの役割と文法を知っている。

CSSをHTMLに適用することができる。

HTMLとCSSを用いてWebサイトを作成できる。

担当教員 教室・実習場 備考

山下 CAD室2

2 2教科の区分 専攻学科

教科の科目 情報端末・移動体通信技術

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

Webサイト作成技術 選択 3期

Webサイト作成技術

情報基礎実習

情報通信工学

クラウドコンピューティング

技術
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週 授業方法

1週 講義

2週

3週

4週

5週

6週

7週

8週
講義
実習

9週
講義
評価

まとめ・評価
学習してきたHTMLとCSSの知識をWebサイト
制作に活用してください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

１．ガイダンス
　　（1）シラバスの提示と説明
２．生産システムとWeb技術
　　（1）生産システムとネットワーク技術
　　（2）Web技術の概要
　　（3）Webページの作成手順

生産システムとWeb技術について復習して
ください。

３．HTML
　　（1）HTML文書の構造
　　（2）ディレクトリとURLの関係
　　（3）基本的なHTMLタグと機能

講義
実習

HTML文書の構造やHTMLタグについて復習し
てください。

４．CSS
　　（1）CSSの概要
　　（2）CSSのHTMLへの適用
　　（3）デザインとアクセシビリティ

講義
実習

CSSの文法や設定項目について復習してく
ださい。

５．Webサイト制作
　　（1）Webサイトの企画
　　（2）Webサイトの作成
　　（3）情報公開に関わる著作権

Webサイト制作の流れについて復習してく
ださい。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

木1・2

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

0 30 0 70 0 0 100

10 20

20 30

20

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 「情報通信工学実習」と「Webサイト作成技術」の内容を理解しておいてください。

受講に向けた助言
この科目では、各種サービスをインターネット上で構築します。それらを使いこなすためには、オンプレミスで
動く既存のサービス（ネットワーク、セキュリティ、データベースなど）を理解しておく必要があります。3期ま
でに学習した情報通信やソフトウェア開発についての技術を十分に復習しながら受講してください。

教科書および参考書 教科書：図解 Amazon Web Servicesの仕組みとサービスがたった1日でよくわかる（SBクリエイティブ株式会社）

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

授業科目に対応する業界・仕事・技術

業務システムを構築するソフトウェア業界、製造業のコンピュータ管理部門　他

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

クラウド技術の概要および、それに付随す
るコンピューティング、ストレージ、デー
タベースを学び、コンテンツをグローバル
ネットワークに公開する方法を習得する。

クラウドの概念を知っている。

各種クラウドプラットフォームを知っている。

コンピューティングサービスについて知っている。

ネットワークサービスについて知っている。

データベースサービスについて知っている。

ストレージサービスについて知っている。

クラウドにおけるセキュリティについて知っている。

グローバルネットワークとプライベートネットワークについて知っている。

グローバルネットワークでのプロビジョニングができる。

担当教員 教室・実習場 備考

山下 CAD室2

2 2教科の区分 専攻学科

教科の科目 情報端末・移動体通信技術

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

クラウドコンピューティング技術 選択 4期

クラウドコンピューティング

技術

情報通信工学実習

Webサイト作成技術
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週 授業方法

1週 講義

2週 講義

3週
講義
実習

4週
講義
実習

5週
講義
実習

6週
講義
実習

7週
講義
実習

8週
講義
実習

9週
講義
評価

　　（3）クラウドデータベース
　　　　①リレーショナルデータベース
　　　　②非リレーショナルデータベース

クラウドデータベースについて復習してく
ださい。

評価・まとめ
グローバルネットワークへのサーバやコン
テンツの公開方法について復習し、手順を
再現できるようにしてください。

４．クラウドプロビジョニング
　　（1）グローバルネットワークへのサーバ公開
　　　　①グローバルネットワークとプライベートネットワーク
　　　　②グローバルIPアドレス
　　　　③仮想ネットワークの設定

グローバルネットワークへのサーバ公開方
法について復習してください。

　　（2）グローバルネットワークへのコンテンツ公開
　　　　①Webサーバの設定

グローバルネットワークに公開するWeb
サーバの設定について復習してください。

　　　　②Webアプリケーションの設定
グローバルネットワークに公開するWebア
プリケーションの設定について復習してく
ださい。

IT資源の種類について復習してください。

３．クラウドプラットフォーム
　　（1）クラウドコンピューティング
　　　　①仮想マシン
　　　　②仮想ネットワーク

仮想マシンや仮想ネットワークの構築手順
について復習してください。

　　　　③セキュリティ

　　（2）クラウドストレージ

クラウドコンピューティングのセキュリ
ティとクラウドストレージについて復習し
てください。

　　（2）オンプレミス
　　（3）クラウド

オンプレミスとクラウドの違いについて復
習してください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

１．ガイダンス
　　（1）シラバスの提示と説明
２．IT資源管理手法
　　（1）IT資源の種類
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

火1・2

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

40 0 0 60 0 0 100

10

20 30

10 20

10

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

ディジタル回路実習 必修 4期 2 4教科の区分 専攻実技

教科の科目 複合回路実習

担当教員 教室・実習場 備考

山下 電子情報技術実験室3

授業科目に対応する業界・仕事・技術

ディジタル回路の設計・製作にかかわる業務に必要な技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

「ディジタル回路」で学んだ各種ディジタ
ル回路の実験を行い、各種回路の動作およ
び原理を習得する。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術
「ディジタル回路技術」の講義内容および「ディジタル回路基礎実習」で学んだ実験技術について復習しておい
てください。

RSとJKフリップフロップ回路の製作と動作実験ができる。

その他のフリップフロップ回路の製作と動作実験ができる。

フリップフロップ回路のパラメータに関する実験ができる。

直－並列変換回路の製作と動作実験ができる。

並－直列変換回路の製作と動作実験ができる。

非同期カウンタ回路の製作と動作実験ができる。

同期カウンタ回路の製作と動作実験ができる。

波形発生回路の製作と動作実験ができる。

波形整形回路の製作と動作実験ができる。

チャタリング防止回路の製作と動作実験ができる。

受講に向けた助言

本実習は、代表的なディジタル回路を構成して、動作原理を理解することを目的としています。いずれも、基本
回路ですが、実用的ですので、マイコンシステム等の周辺回路として活用できます。あらかじめ回路図は用意し
ていますが、無造作に配線を行うと、ノイズによる誤動作など思わぬトラブルに遭遇するものです。配線はでき
る限り短くし、不用意に信号線を交錯させないことが肝要です。

教科書および参考書 絵ときディジタル回路の教室　オーム社

授業科目の発展性

評価の割合

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

ファームウェア実習

ディジタル回路技術

ディジタル回路基礎実習 ディジタル回路実習
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週 授業方法

1週 実習

2週 実習

3週 実習

4週 実習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週
実習
評価

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. フリップフロップ回路
（1）RSフリップフロップ回路
（2）JKフリップフロップ回路

RSフリップフロップ回路とJKフリップフ
ロップ回路について復習をしてください。

（3）その他のフリップフロップ回路
その他のフリップフロップ回路について復
習をしてください。

（4）フリップフロップ回路のパラメータ
フリップフロップ回路のパラメータについ
て復習をしてください。

2. シフトレジスタ回路
（1）直並列変換回路
（2）並直列変換回路

シフトレジスタ回路について復習をしてく
ださい。

3. カウンタ回路
（1）非同期式カウンタ回路

非同期式カウンタ回路について復習をして
ください。

（2）同期式カウンタ回路
同期式カウンタ回路について復習をしてく
ださい。

4. その他の回路
（1）波形発生回路

波形発生回路について復習をしてくださ
い。

（2）波形整形回路
波形整形回路について復習をしてくださ
い。

（3）チャタリング防止回路
評価

チャタリング防止回路について復習をして
ください。



令和８年度版

科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

木1・2
後期集中

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

0 0 60 40 0 0 100

30

20

10

20

10

10

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

システムクロックとリセット信号について動作確認ができる。

メモリマップの実際の様子を確認できる。

マシンサイクルとリード／ライトタイミングについて動作確認できる。

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 「マイクロコンピュータ工学」の講義内容をよく復習しておいてください。

受講に向けた助言

本実習では、マイクロコンピュータの主要な内部動作の確認から、開発環境の習得、プログラミングまで体系的
に取り組みます。内容の密度は非常に濃く、実に多彩です。プログラミング技術としては、重要な要素をすべて
含んでいますので、いずれもおろそかにはできません。毎回の実習を充実したものにするためにも、テキストを
繰り返し読むよう心がけてください。

教科書および参考書 C言語&MCCによるPICプログラミング大全　技術評論社

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

教室・実習場 備考

浴本 CAD室2

授業科目に対応する業界・仕事・技術

マイクロコンピュータ回路のプログラミングにかかわる業務に必要な技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

マイコンボードを用いた応用プログラミングができる。

アセンブラ、Ｃコンパイラ及びリンカが使用できる。

シミュレータとデバッガが使用できる。

サブルーチンを用いたプログラミングができる。

割り込み処理のプログラミングができる。

タイマとA／D・D／Aコンバータを用いたプログラミングができる。

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

マイクロコンピュータ工学実習 必修
3期・

後期集中
4 4教科の区分 専攻実技

教科の科目 マイクロコンピュータ工学実習

「マイクロコンピュータ工学」に対応した
実習を行い、具体的なマイクロコンピュー
タのハードウェアを理解し、プログラム開
発ツールを使用したプログラミング技術に
ついて習得する。

各種演算命令、メモリ転送命令及び入出力命令を用いたプログラミングができる。

担当教員

マイクロコンピュータ工学実習 インタフェース製作実習

マイクロコンピュータ工学 インタフェース技術
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週 授業方法

1週 実習

2週 実習

3週 実習

4週 実習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週 実習

10週 実習

11週 実習

12週 実習

13週 実習

14週 実習

15週 実習

16週 実習

17週 実習

18週
実習
評価

　④ サブルーチン、割り込み処理ルーチンのプログラミング

メインルーチンのプログラミング実習につ
いて整理するとともに、サブルーチン、割
り込み処理ルーチンのプログラミングにつ
いて予習をしてください。

　⑤ サブルーチン、割り込み処理ルーチンのデバッグ

サブルーチン、割り込み処理ルーチンのプ
ログラミングについて整理するとともに、
サブルーチン、割り込み処理ルーチンのデ
バッグについて予習をしてください。

　⑥ デバッグ

サブルーチン、割り込み処理ルーチンのデ
バッグについて整理するとともに、全プロ
グラムの統合デバッグについて予習をして
ください。

　⑦ 実動作確認
評価

実動作確認について復習をしてください。

　⑤ タイマ機能の使用
割り込みプログラムについて整理するとと
もに、タイマ機能について予習をしてくだ
さい。

　⑥ A／D・D／Aコンバータの使用
タイマ機能について整理するとともに、A
／D・D／Aコンバータについて予習をして
ください。

3. 応用プログラミング
（1）マイコンボードを使用した機器制御プログラム
　① 制御対象の把握と制御方法

A／D・D／Aコンバータについて整理すると
ともに、制御対象の把握と制御方法につい
て予習をしてください。

　② プログラム仕様
制御対象の把握と制御方法について整理す
るとともに、プログラム仕様について予習
をしてください。

　③ メインルーチンのプログラミング
プログラム仕様について整理するととも
に、メインルーチンのプログラミング実習
について予習をしてください。

　② シミュレータ、デバッガ使用方法

アセンブラ、Ｃコンパイラ、リンカ使用方
法について整理するとともに、シミュレー
タ、デバッガ使用方法について予習をして
ください。

（2）プログラミング
　① 各種演算命令

シミュレータ、デバッガ使用方法について
整理するとともに、各種演算命令について
予習をしてください。

　② メモリ転送命令、入出力命令
各種演算命令について整理するとともに、
メモリ転送命令、入出力命令について予習
をしてください。

　③ サブルーチン
メモリ転送命令、入出力命令について整理
するとともに、サブルーチンについて予習
をしてください。

　④ 割り込みプログラム
サブルーチンについて整理するとともに、
割り込みプログラムについて予習をしてく
ださい。

システムクロックとリセットについて予習
をしてください。

　③ マシンサイクル、リード／ライトタイミング
メモリマップについて整理するとともに、
マシンサイクル、リード／ライトタイミン
グについて予習をしてください。

2. マイコン制御プログラミング
（1）プログラム開発環境
　① アセンブラ、Ｃコンパイラ、リンカの使用方法

マシンサイクル、リード／ライトタイミン
グについて整理するとともに、アセンブ
ラ、Ｃコンパイラ、リンカの使用方法につ
いて予習をしてください。

　② メモリマップ
システムクロックとリセットについて整理
するとともに、メモリマップについて予習
をしてください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. ハードウェア動作確認
（1）マイコンボードの理解と動作確認
　① システムクロックとリセット
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

金1・2(3)
月1・2(4)

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

0 0 30 70 0 0 100

10 30

10 20

10

10

10

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

電子回路設計製作実習 必修 3・4期 4 4教科の区分 専攻実技

教科の科目 電子回路設計製作実習

担当教員 教室・実習場 備考

鳥谷部 CAD室2

授業科目に対応する業界・仕事・技術

CADを用いた電子機器の設計にかかわる業務における技術
電子回路の設計にかかわる業務における技術
プリント配線板の設計・製作にかかわる業務における技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

電子機器の設計及び製作に必要とされる各
種図面の作図法について習得する。さら
に、CADを用いた電子回路製作手順を理解
し、回路作成、パターン設計等一連の作業
法を習得する。

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 基本的な電子回路について回路図とその機能について整理しておいてください。

製図の基礎と三角法について理解し簡単な機械製図ができる。

基礎的な電子製図ができる。

電子部品の記号について知っている。

CADシステムを知り、CADの基本操作ができる。

CADを用いて電子回路図を描くことができる。

部品ライブラリの作成ができる。

シミュレーション機能を使用できる。

パターン設計とアートワークを行うことができる。

プリント基板の製作ができる。

受講に向けた助言

本実習では製図の基礎およびパソコンを用いた回路設計、シミュレーション手法、アートワーク設計手法につい
て学習します。実体のある電子回路を設計・製作することも重要ですが、パソコンを効果的に用いることで製作
する電子部品のパラメータを求め、効果的な回路の設計・製作をおこなうことができます。電子CADシステムでで
きること、できないことをよく理解することが重要です。

教科書および参考書 なし

授業科目の発展性

評価の割合

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

組込み機器製作実習電子回路 電子回路製作実習
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週 授業方法

1週 実習

2週 実習

3週 実習

4週 実習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週
実習
評価

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1. 基礎製図
（1）JIS規格
（2）基礎製図実習

JIS規格、投影法、三角法について予習を
してください。

（2）基礎製図実習
線の種類、寸法線について復習をしてくだ
さい。

2. 電子製図
（1）基本図記号、電子機器図面の種類
（2）系統図、接続図、組立図製図実習

アナログ、ディジタル電子回路図記号につ
いて復習をしてください。

（2）系統図、接続図、組立図製図実習
3. CAD/CAMシステム
（1）CADシステム
　① システムの概要
  ② 基本操作実習

CAD/CAMシステムのマニュアルに記載され
ているシステム機能の概要について予習を
してください。

  ② 基本操作実習
（2）CAMシステム
4. 回路設計
（1）回路図入力とネットリスト

CAD/CAMシステムと、ネットリストについ
て復習をしてください。

（2）パーツライブラリ
（3）電子回路シミュレーション

基本的な電子回路の動作について復習をし
てください。

（4）回路図入力実習
5. 部品配置・敗戦配線設計
（1）部品配置、配線

CAD/CAMシステムの操作について復習をし
てください。

（2）アートワーク実習
プリント基板のアートワークについて復習
をしてください。

（3）機器組立
評価

機器組立について復習をしてください。
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科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

金3・4

No

①

②

③

④

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

0 0 30 40 20 10 100

10

10

10

20

10

10主体性・協調性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

教科書および参考書 C言語によるPICプログラミング大全　技術評論社

授業科目の発展性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術
「マイクロコンピュータ工学」のハードウェア知識 および「マイクロコンピュータ工学実習」でのC言
語プログラミング技術を十分に復習しておいてください 。

受講に向けた助言
本実習は、基板製作から筐体組立て、プログラミング、性能評価までを一貫して行うため、計画的な作
業が求められます 。特にデバッグ作業においては、ハードウェアとソフトウェアのどちらに問題がある
かを論理的に切り分ける思考が重要です 。

授業科目に対応する業界・仕事・技術

マイクロコンピュータ回路、周辺回路のプログラミングにかかわる業務に必要な技術

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

「マイクロコンピュータ工学」および
「マイクロコンピュータ工学実習」で
習得した知識・技術を基に、自律走行
するライントレースロボットの製作を
通じて、ハードウェア設計から高度な
制御プログラミングまでのシステム開
発工程を総合的に習得する 。

CADを用いた基板設計および基板加工、部品実装ができる 。

センサ回路、LCD、Hブリッジ回路等の周辺回路の動作確認プログラムを作成できる 。

PWMを用いたモータの速度制御およびシリアル通信によるデバッグができる 。

センサ情報を基にした自律走行アルゴリズムを実装し、ロボットを最適に動作させることができる 。

担当教員 教室・実習場 備考

浴本 CAD室２

２ ４教科の区分 専攻実技

教科の科目 マイクロコンピュータ工学実習

訓練支援計画書（シラバス）

電子情報技術科

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

マイクロコンピュータ工学実習
（応用）

選択 ４期

マイクロコンピュー
タ工学

マイクロコンピュー
タ工学実習

インタフェース
技術

マイクロコンピュータ工
学実習（応用）

インタフェース
製作実習
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週 授業方法

1週 実習

2週 実習

3週 実習

4週 実習

5週 実習

6週 実習

7週 実習

8週 実習

9週 実習

10週

11週

12週

13週

14週

15週

16週

17週

18週

9. タイムトライアル・評価
（1）競技形式による成果発表と技術評価

自己の設計意図と成果をまとめてくだ
さい。

6. 走行プログラム
（1）ライントレースの基本アルゴリズム（ON/OFF制御等）
（２）スムーズなライントレース

入出力ポートと条件分岐による制御を
検討し、。センサ値に応じたPWM値の
計算方法を検討してください。

7.システム統合デバッグ
（1）各種機能の統合と不具合修正

割り込み処理やサブルーチンの整合性
を確認してください。

8. パフォーマンス調整
（1）走行速度と安定性の最適化

各種パラメータを調整し、走行精度の
向上を図ってください。

3. 部品実装・筐体組立て
（1）はんだ付けおよび基板・モータ・センサの組み込み

回路図と部品配置を確認し、確実な実
装を行ってください。

4. 周辺回路確認①
（1）センサ回路およびLCD回路の動作確認

A/Dコンバータと表示デバイスの制御
を復習してください 。

5. 周辺回路確認②
（1）Hブリッジ回路およびPWMによるモータ制御

 PWM（パルス幅変調）の原理を理解し
てください 。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス・システム設計
1. ロボットの全体構成と制御フローの検討
（1）マイコンボードの理解と動作確認

制御対象の仕様を把握し、フロー
チャートを作成してください。

2. 基板設計・基板加工
（2）CADを用いた回路・パターン設計

基板CADの操作方法を復習してくださ
い。



令和７年度版

科名：

必修･選択 開講時期 単位 時間／週

曜日・時限

水1・2

No

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

試験 小テスト レポート 制作物 成果発表 その他 合計

40 40 20 100

40

10

10

10

10 10

10

評
価
割
合

授業内容の理解度

技能・技術の習得度

コミュニケーション能力

プレゼンテーション能力

論理的な思考力・推論能力

取り組む姿勢・意欲

主体性・協調性

評価の割合

授業科目受講に向けた助言

予備知識、技能・技術 一般教育科目「職業社会概論」で学んだ内容を見直しておくことをお勧めします。

受講に向けた助言

「終身雇用」「年功序列」といった日本特有の雇用慣行が失われていく中、これから就職活動を行い自分の適性
に合った就職先を選択していくために、今後の自分の方向性を考えていくことは大切です。これからのキャリア
（人生）を考えていくためのスタートとなる授業科目になります。自分で学習することはもちろん、わからない
ことはどんどん質問し、しっかり身につけましょう。

教科書および参考書
教科書：キャリア・プランニング: 大学初年次からのキャリアワークブック　ナカニシヤ出版
　　　  自分のキャリアを自分で考えるためのワークブック（改訂版）　日本能率協会ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ

授業科目の発展性

　　　　　　　　　　　　評価方法
　指標・評価割合

授業科目に対応する業界・仕事・技術

どの業界・仕事においても生涯を通じた就業力として必要な知識

授業科目の訓練目標

授業科目の目標 授業科目のポイント

学生自身が主体性を持って自分自身の能
力や特性にあわせたキャリア形成を行う
ことの必要性や、グローバル社会におけ
るキャリア形成の考え方について、課題
等を通じて習得する。

キャリア形成の概要について知っている。

エンプロイアビリティの概要について知っている。

キャリアプランの概要について知っている

キャリア形成の６ステップについて知っている。

ジョブ・カードの作成について知っている。

キャリアプランの事例について知っている。

ロジカルライティングの概要について知っている。

コミュニケーション技術について知っている。

担当教員 教室・実習場 備考

浴本・鳥谷部 102教室・CAD室2

2 2教科の区分 一般教育科目

教科の科目 人文科学

訓練支援計画書（シラバス）

各科共通

授業科目の区分 授業科目名

訓練課程 専門課程

キャリア形成概論 必修 4期

キャリア形成概論職業社会概論
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週 授業方法

1・2週 講義

3・4週
講義
演習

5・6週
講義
演習

7・8週
講義
演習

9・10週 講義

11・12週 講義

13・14週
講義
演習

15・16週 講義

17・18週
講義
評価

　② 論理的文章の組立て方
論理的文章の組立て方について復習をし
てください。

　③ 論理的文章の書き方
論理的文章の書き方について復習をして
ください。

6．コミュニケーション技術
（1）「書く」コミュニケーション技術

「書く」コミュニケーション技術につい
て復習をしてください。

（1）キャリアプランの事例研究
5．論理的思考
（1）ロジカルライティング
　① 論理的文章の読み方

論理的文章の読み方について復習をして
ください。

（1）「書く」コミュニケーション技術
評価

この授業科目で学んだこと全体の復習を
してください。

キャリア形成とエンプロイアビリティに
ついて復習をしてください。

（4）ジョブ・カードの作成
 　① ジョブ・カードとは
 　② ジョブ・カードの作成
4．ケーススタディ
（1）キャリアプランの事例研究

ジョブ・カードの作成について復習をし
てください。

（1）キャリアプランの事例研究
キャリアプランの事例について復習をし
てください。

3．キャリアプランニング
（1）キャリアプランの概要
（2）キャリア形成の６ステップ
　① 自己理解　　② 仕事理解　　③ 啓発的経験
　④ キャリア選択に係る意思決定　　⑤ 方策の実行
　⑥ 仕事への適応
（3）キャリアプランの作成
 　　グローバル時代に求められるキャリア形成プラン

キャリアプランニングについて復習をし
てください。

授業の内容 訓練課題　予習・復習

ガイダンス
1．キャリア形成
（1）キャリア形成とは
2．エンプロイアビリティ
（1）グローバル時代のエンプロイアビリティ
　① 企業に求められる人材とは
　② 仕事の変化に対応できる能力
　③ 前へ踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力


